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津波に備える

災害への備え�

　  市・総務課危機対策係　  市・総務課危機対策係　　５６-５００５   　　５６-５００５   問

　地震に伴い発生する津波により、これまで日本は多くの被害を受けてきました。　
　海に面している留萌市においても同様に
津波による被害を受ける可能性があります。
　津波から身を守るためにも、事前に「津
波への備え」をしておきましょう。

○津波は第１波が一番高いとは限らない。
　→第１波の到達から数時間波が押し寄せ、第2波以降が最大高となる可能性があり　
　　ます。一度波が引いたからといってすぐに家に戻るのは危険です。

○津波からは逃げられない。
　→津波は沖合では飛行機と同様の速さで押し寄せます。津波が見えてからでは避
　　難が間に合わない可能性が高くなってしまいます。

○津波の高さが低くても流される。
　→津波の高さが30㎝程であっても、大人が簡単に流されてしまう威力を持って
　　います。予想される津波の高さが低いからといって避難しないのは危険です。

■津波の特徴を理解しましょう

○地震が発生した時や、津波注意報・警報が発表されたと
　きは、海や川から離れ、より高く、安全な場所へ避難し
　ましょう。
　→津波到達後でも、津波注意報・警報が発表されている
　　間は、避難を続けてください。

○津波の危険性がある場所を知っておきましょう
　→「留萌市防災ガイド・マップ」で確認してみましょう。

■津波から身を守るために

留萌市防災ガイド・マップ

留萌市防災に関するページ（市 HP）QR ▶


